
令和６年度指導計画（技術）     学番中等３ 新潟県立燕中等教育学校  

教科(科目) 技術 総時数 17.5時間 学年(コース) ３学年 

使用教科書 東京書籍『新編 新しい技術・家庭 技術分野』 

副教材等 明治図書『技術・家庭総合ノート 技術分野』 

 

１ グラデュエーション･ポリシー及びカリキュラム･ポリシー         

グラデュエーション･ポリシー ①高い学力・幅広い教養・学び続ける姿勢を身に付け、グローカル（地域的・地球的）

な視野から社会課題を多面的に発見・考察し、その解決に向けて挑戦・行動・発信す

る能力を育成します。 

②高い倫理観、他者を思いやる心、傾聴する姿勢、豊かなソーシャル・スキルを持った

人物を育成します。 

③リーダーシップ・フォロワーシップを身に付け、地域社会・国際社会と協働する態度

を育成します。 

カリキュラム･ポリシー ①中高一貫教育を生かし、高い学力と学び続ける姿勢を身に付ける教育課程を編成する

とともに、すべての教科・科目において「深い学び」を実現します。 

②読書、新聞・図書室の活用を奨励するとともに、体験活動を取り入れた教育課程によ

り、幅広い教養を育みます。また、探究の過程を重視するとともに、最新の教育方法

を積極的に活用します。 

③４技能をバランスよく育成する英語授業を実践するとともに、「生きた英語」を学習す

る機会としての海外研修やさまざまな発表活動に取り組みます。また、積極的に国際

交流活動にも取り組んでいきます。 

④アイデンティティを形成しつつ地域理解を深め、地球的視野で自分なりの社会課題を

発見し、科学的な手法を用いてその解決を目指す課題研究を６年間通じて実施します。 

⑤６年間一貫した方針による道徳や人権教育等を実施するとともに、生徒会活動、部活

動、課外活動を通して、主体的・自律的に考え行動し、互いに支え、高め合いながら

協働的に活動することを重視します。 

 

２ 学習目標 

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して，

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。 

⑴ 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。 

⑵ 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，表現するなど，課題を解

決する力を養う。 

⑶ よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。 

 

３ 指導の重点 

・生活や社会における問題を「情報の技術」によって解決します。 

・これからの社会の発展と「情報の技術」の在り方を考えます。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・生活と技術について理解をしていると

ともに、それらに係る技能を身に付けて

いる。 

・生活や社会の中から問題を見いだして

課題を設定し、解決策を構想し、実践を

評価・改善し、表現するなどして課題を

解決する力を身に付けている。 

・よりよい生活の実現や持続可能な社会

の構築に向けて、課題の解決に主体的に

取り組んだり、振り返って改善したりし

て、生活を工夫し創造し、実践しようと

している。 

 
 



５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

 

評

価

方

法 

 以上の観点を踏まえ、 

・授業への取組 

・作品、ワーク、ファイル（ワークシ

ート）などの提出物 

 などから、総合的に評価します。 

 以上の観点を踏まえ、 

・授業への取組 

・作品、ワーク、ファイル（ワークシ

ート）などの提出物 
 などから、総合的に評価します。 

 以上の観点を踏まえ、 

・授業への取組 

・作品、ワーク、ファイル（ワークシ

ート）などの提出物 
 などから、総合的に評価します。 

  内容のまとまりごとに、各観点「Ａ：十分満足できる」、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力を要する」で評価
します。内容のまとまりごとの評価規準は授業で説明します。 

 

６ 学習計画 

月 単元名 授業

時数 

教材名 学習活動(指導内容) 評価方法 

４ 

５ 

６ 

 

10 

11 

12 

双方向性の

あるコンテ

ンツを開発

する 

 

7 

 

プログラミングによる

問題の解決 

・問題の発見、課題の設定 

・設計・計画の立案、UML図にまとめる 

・プログラミングによる問題解決 

・制作のふり返りとまとめ 

授業の取組 

作品 

７ 

８ 

 

 

１ 

２ 

フルカラー

LED を使っ

た計測・制

御する教材

を製作する 

 

 

8 
プログラミングによる

問題の解決 

・問題の発見、課題の設定 

・設計・計画の立案 

・UML図や製作図にまとめる 

・プログラミングによる問題解決 

・実習のふり返りとまとめ 

授業の取組 

作品 

 

９ 

 

３ 

 

情報の技術

について調

べる 

 

2 

社会の発展と情報の技

術 

・生活や社会、環境との関わり 

・技術の評価、選択と管理・運用、改良、

応用 

授業の取組 

0.5 ・３年間の振り返りとまとめ ワークシート 

         計17.5時間（50分授業） 

 

７ 課題･提出物等 
・作品 ・ワーク ・ファイル（ワークシート） 

 

８ 担当者からの一言 

3年生では「情報の技術」について学びます。フルカラーLEDを使ってプログラミングができる計測・制御教材（時計）
を製作します。情報で学んだ知識や技能は、後期課程の「情報」の教科につながります。 
                                              （担当：小黒） 

 

 


